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	 第 3 章では，[n]CMP の周縁部への置換基導入のための，汎用的な合成手法の開発とその手法を活用







Figure 2. (a) Modular synthesis. (b) Device performance. 
 






















total yield in 2 steps
n = 5, R = 2'-tolyl:      80%
n = 5, R = 2'-m-xylyl: 77%
n = 6, R = 2'-tolyl:      76%
n = 6, R = 2'-m-xylyl: 90%
nBpin-[n]CMP
n = 5, R = 2'-tolyl:      24.8%
n = 5, R = 2'-m-xylyl: 18.7%
n = 6, R = 2'-tolyl:      14.2%
n = 6, R = 2'-m-xylyl: 14.6%
base material (10 nm)
Cathode
Anode
6 wt% Ir(ppy)3 in




Figure 1. 5CF3-[5]CMPと 5CH3-[5]CMP 
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性と有機発光デバイス材料としての特性を解き明かした結果が述べられている．   
 第 1 章では，研究背景である有機発光デバイスの歴史が俯瞰され，本博士論文研究でのオリゴ
アリーレンを用いた設計合成の学術的位置付けと重要性が概説されている．  










 第 4 章では，筒状オリゴアリーレンの特異なキラリティが，強い円偏光発光をもたらすことが
述べられている．有機分子でも高い発光量子収率と高い異方性因子を両立できることが初めて示
され，有機分子の異方性因子の最高値が記録されている．  




 第 6 章では，博士論文のまとめと今後の展望が述べられている．  
 以上の研究成果は，オリゴアリーレン材料の開発が，精密な構造有機化学を基盤とすることで
大きく発展することを明示したものである．  
 以上，本博士論文は，芳井朝美氏が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を
有することを示している．したがって，芳井朝美氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文
として合格と認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
